
感染症メモ

東京都全体での流行状況

小笠原での流行状況

感 報週症染

東京都島しょ保健所小笠原出張所

第8週（ 2月16日 から 2月22日まで ）

インフルエンザの報告が21例ありました。
感染性胃腸炎の報告がありました。

母島

父島

特別な感染症の報告はありませんでした。

令和8年2月24日発行

感染予防の基本は手洗い

※ ５例以上発生時に実数報告としています

第7週（2月9日～2月15日）

【警報・注意報】

・インフルエンザ 注意報基準越え

（定点患者報告数 38.40）

【ピックアップ】

・感染性胃腸炎 村内でも出ています

（定点患者報告数 11.96 ）

・咽頭結膜熱

（定点患者報告数 0.22 ）

習慣にしよう！

東京都内における定点当たり患者報告数の年別推移

猫は「かわいい毛玉」に擬態した小さな生態系です。口の中にはパスツレラ菌やカプノサイト
ファーガといったヒトに感染を起こす細菌などがいて、咬まれると傷が小さくても一気に腫れて痛
むことがあります。引っかかれると、バルトネラという細菌が傷口から入り、リンパ節が腫れるこ
ともあります。また、排せつ物に含まれるトキソプラズマは妊婦さんや免疫が弱っている人は感染
防止のため手袋＋手洗いを徹底する必要があります。さらにノミ・マダニは病原体のタクシー役な
ので、完全室内飼いでも予防薬は安心材料です。対策の基本はシンプルで、①傷は流水と石けんで
よく洗う②舐めさせない③トイレ掃除は手袋④発熱・赤みの拡大・強い腫れは早めに受診。猫と仲
良くするほど「衛生の作法」が効いてきます。猫飼いの勲章ですけどね。

差し替え予定

直近10年間の報告数グラフ

再び増加傾向

都内の保健所別定点当たり患者報告数（第5週）差し替え
予定

食中毒とは、食べ物や飲み物を口にすることで腹痛や下
痢、嘔吐、発熱などの健康被害が起こることをいいます。
細菌やウイルスのほかにも、自然毒、化学物質、寄生虫
など様々なものが原因となります。

食中毒に気を付けて
健やかな年末年始を

家庭で防ごう
食中毒

（鍋モデル）

加熱用の牡蠣
はしっかり加
熱して食べま
しょう

鍋の残りを保存する際
は別容器に移してから
冷蔵庫で保管しましょ
う

冬でも注意 食 中 毒

B型が
多い

冬は食中毒はあまり発生しない、と思っていませんか？原因となる微生物の顔ぶれが変わるものの、
冬でも食中毒は発生します。夏は高温で増えやすい細菌（カンピロバクターやサルモネラなど）が中
心ですが、冬は低温や乾燥でも広がるノロウイルスが主役になります。ノロウイルスはごく少量でも
感染し、手指やドアノブなどを介して広がりやすいのが特徴です。また、鍋料理など加熱調理後は安
心と思いがちですが、加熱不足の二枚貝や、調理後の手洗い不足で汚染が起こることもあります。ま
た、低温でも増えるリステリア菌は冷蔵庫内でも増殖可能です。冬は「増やさない」だけでなく、
「持ち込まない・広げない」対策が重要です。石けんでの手洗い、肉や二枚貝などの十分な加熱（中
心温度85～90℃で90秒以上）、体調不良時は調理を控えましょう。

生肉はもちろん、つくね
等の加工肉も中までしっ
かり加熱しましょう

キノコはお店
で購入したも
のを食べま
しょう

食事の前に
はしっかり
手洗いしま
しょう

村内でも
流行中

定点医療機関から搬入された検体における
インフルエンザウイルス検出状況

感染拡大防止のため、
室内の喚起を心がけ、
咳エチケットを守りま
しょう。

B型と
AH3亜型が主流です

村内でインフルエンザが流行しています
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